
Ｒ６年度国民健康保険料 影響世帯数および影響額 （賦課限度額を2万円引き上げた場合）

Ｒ６年度保険料 （単位：円） （参考）　Ｒ５年度保険料 （単位：円）

賦課限度額内訳 医療分 後期分 介護分 合計 医療分 後期分 介護分 合計

現状 630,000 190,000 160,000 980,000 610,000 190,000 160,000 960,000

変更案 630,000 210,000 160,000 1,000,000 630,000 190,000 160,000 980,000

・賦課限度額のうち、後期高齢者支援金分の上限を２万円引き上げた場合　　（令和５年10月31日現在の国保加入者のデータにて試算）

・後期高齢者支援金分の保険料算定額が上限 19万円を超える世帯数 ・・・　499世帯

　　  （内訳）保険料算定額 が19万円超～21万円未満の世帯数 　　　  　・・・　 81世帯

　　　（内訳）保険料算定額 が21万円以上の世帯数　　　　  　　   　  　   ・・・　418世帯

A： 算定額 19万円超～21万円未満世帯の増加額 ・・・   852,332円 （ 81世帯）

　　　　１世帯あたりの平均増加額　  852,332円÷ 81世帯＝10,522円

B: 算定額 21万円以上世帯の増加額　　　　　　　　・・・ 8,360,000円 （418世帯）

　　　　１世帯あたりの平均増加額　8,360,000円÷418世帯＝20,000円

・賦課限度額を２万円引き上げた場合の、国保保険料の増加額　A + B　・・・　9,212,332円

１世帯あたり　20,000円の増
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